
 

 
 
 
 
 

デジタルアーカイブの還元情報（フィードバック）、リンク情報、 
知の増殖型サイクルの集約表について 

～デジタルアーカイブの利活用における結果から得た情報の集約と整理のために～  
加藤 真由美、櫟 彩見、熊﨑 康文、眞喜志 悦子（岐阜女子大学） 

 
デジタルアーカイブの利活用が進み、アンケートなどから活用結果として収集した還元情報や

知的創造サイクル（知の増殖型サイクル）を用いて、地域資料の収集・整理・改善、コンテンツ

の追加等の処理がされはじめている。デジタルアーカイブとして、それら情報の有効的な利活用

を考察するためにも、それらを体系的に記録するメタデータ記録項目の整備が必要となってき

た。そこで、現在、本学が、還元情報とその後の改善・追加について、体系的に記録するために

利用している各記入表（表１～３）を報告し、関係機関や関係者から助言を得て、さらに改善し

構成したい。他機関において、還元情報やコンテンツの改善・追加をどのように記録しているの

か、また、還元情報からのリンク情報をどのように記録しているのか、ぜひ公開されたい。 
 
１．還元情報集約表 

観光や教育分野では、教材、学習材、提示資料などの活用結果として収集した還元情報をデジ

タルアーカイブやコンテンツの改善・追加事項として活用している。利用者の活用結果からは多

様な還元情報がデジタルアーカイブ機関に提供・蓄積される。本学では、これらを整理・検討す

る表として表１を作成し利用している。還元情報は「デジタルアーカイブの構築・共有・活用ガ

イドライン」（平成 29 年 4 月デジタルアーカイブの連携に関する関係省庁等連絡会・実務者協議

会）においても必要性が示されているが、具体的な収集・整理については示されていない。 
 
２．リンク情報集約表 

デジタルアーカイブにおいて、リンク情報として利用できる地域コミュニティや関係機関等で

保管・公開されているコンテンツを体系的に記録し、活用し合うことが情報の共有や再利用につ

ながる。このようなリンク情報を整理・検討する表として、表２を作成し利用している。 
 
３．知的創造サイクル（知の増殖型サイクル集約表の PDCAでの記録表） 

知の増殖型サイクルでは、デジタルアーカイブから抽出したデータをもとに作成したコンテン

ツを活用して課題解決（分析評価処理）を行う。その際、活用計画（P）を立てて実際に活動（D）

し、その結果の評価（C）、さらに改善（A）を行う。PDCA サイクルのそれぞれの段階の情報を

整理するため、知の増殖型サイクルの集約表として表３を作成し利用している。 
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資料のデジタル化・保管・流通・活用等の実践紹介 



表１．還元情報集約表 

 
 
表２．リンク情報集約表 

 
 
表３．知の増殖型サイクル集約表 

 

（注）これらの表は縦に項目リストを並べることもある。 
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デジタルアーカイブの利活用が進み、アンケートなどから活用結果として収集した還元情報や知的創造サイクル（知の増殖型サイクル）を用いて、地域資料の収集・整理・改善、コンテンツの追加等の処理がされはじめている。デジタルアーカイブとして、それら情報の有効的な利活用を考察するためにも、それらを体系的に記録するメタデータ記録項目の整備が必要となってきた。そこで、現在、本学が、還元情報とその後の改善・追加について、体系的に記録するために利用している各記入表（表１～３）を報告し、関係機関や関係者から助言を得て、さらに改善し構成したい。他機関において、還元情報やコンテンツの改善・追加をどのように記録しているのか、また、還元情報からのリンク情報をどのように記録しているのか、ぜひ公開されたい。



１．還元情報集約表

観光や教育分野では、教材、学習材、提示資料などの活用結果として収集した還元情報をデジタルアーカイブやコンテンツの改善・追加事項として活用している。利用者の活用結果からは多様な還元情報がデジタルアーカイブ機関に提供・蓄積される。本学では、これらを整理・検討する表として表１を作成し利用している。還元情報は「デジタルアーカイブの構築・共有・活用ガイドライン」（平成29年4月デジタルアーカイブの連携に関する関係省庁等連絡会・実務者協議会）においても必要性が示されているが、具体的な収集・整理については示されていない。



２．リンク情報集約表

デジタルアーカイブにおいて、リンク情報として利用できる地域コミュニティや関係機関等で保管・公開されているコンテンツを体系的に記録し、活用し合うことが情報の共有や再利用につながる。このようなリンク情報を整理・検討する表として、表２を作成し利用している。



３．知的創造サイクル（知の増殖型サイクル集約表のPDCAでの記録表）

知の増殖型サイクルでは、デジタルアーカイブから抽出したデータをもとに作成したコンテンツを活用して課題解決（分析評価処理）を行う。その際、活用計画（P）を立てて実際に活動（D）し、その結果の評価（C）、さらに改善（A）を行う。PDCAサイクルのそれぞれの段階の情報を整理するため、知の増殖型サイクルの集約表として表３を作成し利用している。



表１．還元情報集約表





表２．リンク情報集約表





表３．知の増殖型サイクル集約表



（注）これらの表は縦に項目リストを並べることもある。
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